
口

絵

解

説

阿
智
村
田
原
神
坂
神
社
境
内
に
あ
る
万
業
集
防
人
歌
碑
に
つ
い
て
は
本

誌
昭
和
三
十
六
年
十

一
月
号
に
牧
内
雅
博
氏
が
「伊
那
の
石
文
を
尋
ね
て
」

の
文
中
詳
し
く
記
述
し
て
あ
り
ヽ
ま
た
．」
鳥
が
歌
の
出
来
た
当
時
の
世
情

に
つ
い
て
は
池
田
寿

一
氏
が
昭
和
三
十
五
年
八
月
号
の
本
誌
に
記
さ
れ
て

い
る
の
で
、
就
い
て
読
ま
れ
た
い
ｏ
た
た
こ
れ
等
の
文
献
木
見
の
読
者
の

た
め
に
大
要
を
記
す
。

こ
の
碑
は
拝
殿
に
向
つ
て
建
て
ら
れ
花
岡
石
の
平
盤
石
で

ち
は
ゃ
ぶ
る
神
の
み
さ
か
に
ぬ
さ
ま
つ
り
い
は
う
命
は
母
父
が
た
め

の
万
業
歌
を
万
業
仮
名
の
楷
書
に
て
北
原
痴
山
の
書
い
た
も
の
で
あ
る
。

明
治
三
十
四
年
八
月
の
建
碑
　
園
原
古
鑽
保
存
会
熊
谷
直

一
翁
が
中
心
と

な
り
当
時
の
名
士
か
資
助
し
お
り
、
部
内
名
碑
の
一
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
碑
は
樹
蔭
に
あ
る
た
め
逆
光
線
に
な
っ
た
り
洩
れ
陽
が
射
し
た
り

し
て
写
真
を
撮
り
に
く
い
か
口
絵
の
写
真
は
市
内
山
本
竹
村
庄
平
氏
が
苦

心
し
て
撮

つ
た
傑
作
で
あ
る
。

（
編

集

部

）

――一ヽ―――――_^――_^J

「武|]氏家臣国の構造 ^」 (伊那 11(7)(422)、 1963、

‖
|

|

生
島
足
島
率中
社
起
請
文
を
通
し

」

小林言|―郎著、目立国会図書館)

武

田

氏

家

臣

団

の
構

造

一
、
は
じ
め
に

二
、
生
島
足
島
神
社
起
請
文
に
つ
い
て

三
、
起
請
文
提
出
の
理
ｌｊ‥‐

四
、
起
請
文
の
様
式
及
び
そ
の
内
容

五
、
起
請
文
を
提
出
し
た
武
士
の
系
譜

・
経
歴

０
甲
斐
の
武
士
　
②
上
野
の
武
士
　
③
信
濃
の
武
士

六
、
起
請
文
か
ら
見
た
武
田
家
臣
団
の
組
織

七
、
起
請
文
の
宛
名

八
、
ま
と
め

一

は

じ

め

に

武
田
氏
家
臣
団
の
構
造

・
組
織
を
う
か
が
う
べ
き
史
料
は
い
ろ
い
ろ
あ
ろ
う

が
、
ま
と
ま
つ
た
も
の
と
し
て
は
次
の
三
つ
の
史
料
が
あ
げ
ら
れ
る
と
思
う
。

田
甲
陽
軍
鑑
所
収
の

「
武
田
法
性
院
信
玄
公
御
代
惣
人
数
之
事
」
と
題
す
る
武

田
氏
家
臣
団
の
編
成
表
。
②
天
正
十
年
、
武
田
遺
臣
が
徳
川
家
康
に
提
出
し
た

起
請
文
に
よ
る
武
田
遺
臣
の
名
薄
　
０
永
禄
十
年
の
生
島
足
島
神
社
起
請
文

こ
の
三
つ
の
う
ち
、
も
っ
と
も
く
わ
し
い
の
は
、
０
で
あ
る
が
、

「
甲
陽
軍

/1ヽ

林

二
一́
ロ

良lζ

鑑
」
と
い
う
書
物
の
性
質
上
、
た
だ
ち
に
信
用
で
き
る
か
ど
う
か
疑
間
の
点
が

多
い
。
②
に
つ
い
て
は
、
こ
の
名
簿
を
お
も
な
史
料
Ｌ
し
て
研
究
し
た
松
平
乗

道
氏
の

「
武
田
氏
家
臣
組
訛
小
考
」

（
「
甲
斐
史
学
」
第
四
号
）
と
い
う
論
文

が
あ
る
。
た
た
、
こ
の
名
簿
は
写
本
が
伝
わ
る
の
み
で

（大
日
本
史
料
第
十

一

篤
之

一
所
収

「浜
松
御
在
城
記
」
甲
斐
散
書
八
所
収

「
天
正
壬
午
武
田
諸
士
起

請
文
」
）
多
少
の
誤
脱
も
あ
る
ら
し
く
、
ま
た
武
田
遺
臣
の
全
部
を
つ
く
し
て

い
る
わ
け
て
は
な
い
の
が
欠
点
で
あ
る
。
③
は
史
料
と
し
て
も
っ
と
も
確
実
で

あ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
相
当
部
分
が
散
失
し
て
し
ま
っ
て
い
る
ら
し
く

残
存
す
る
も
の
は
全
部
で
は
な
い
の
だ
が
ら
、
こ
の
史
料
か
ら
武
田
家
臣
団
の

今
貌
を
復
テ
す
る
こ
と
は
、
さ
い
し
ょ
か
ら
望
み
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
、
確
実
性
と
い
う
点
で
は
、
き
わ
め
て
す
ぐ
れ
た
史
料
で
あ
る
か
ら
、
③
の

研
究
に
よ
っ
て
①
の
史
料
の
信
憑
性
を
は
か
る
こ
と
も
で
き
、
ま
た
断
片
的
な

が
ら
、
武
田
家
臣
日
の
構
造
の
大
筋
に
つ
い
て
は
、
確
実
な
見
通
し
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
は
０
の
生
島
足
島
神
社
起
請
文
を
お
も
な
史

料
と
し
、
他
の
史
料
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
武
田
氏
家
臣
団
の
組
織

一
構
造
そ

|

|

11
11

‖

神

畔
寄
詰
百
肘
０
嗅
繭
清
”
ざ
汁
満
航
Ｓ
（
）
。
雌
奇
詰
求
柵
○
畔
畔
サ
か
■
ざ
■
ン
市
則

．
Ｐ
前
期
沈
（
嗽
針
ラ
飾
０
ウ
ざ
）
辮
ヽ
ｏ
回
日
回
り
国
咄
総

て

―



Ｎ
寄

考
え
て
み
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

武
田
の
家
匡
団
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
古
く
は
伊
束
多
三
郎
氏
の

「
所
訓
兵

農
分
離
の
実
証
的
研
究
」

（
「
社
会
経
済
史
学
コ
十
三
ノ
八
）
が
あ
り
、
基
本

的
な
問
題
に
つ
い
て
、
い
く
つ
も
の
鋭
い
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
武

田
氏
の
領
国
に
す
で
に
兵
農
の
身
分
が
は
っ
き
り
わ
か
れ
て
い
た
こ
と
を
実
証

し

「
兵
農
分
離
と
は
、　
一
つ
の
も
の
が
両
分
す
る
意
味
で
は
な
く
、
既
に
二
つ

に
分
れ
て
い
た
も
の
が
、
な
お
相
互
に
発
展
を
と
げ
て
不
明
瞭
な
部
分
を
清
算

し
た
こ
と
を
い
み
す
る
。」
と
述
べ
て
、
従
来
ば
く
せ
ん
と
武
田
氏
の
領
内
で
は

兵
農
未
分
離
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
か
な
り
明
快
な
説
明

を
与
え
ら
れ
た
。
ま
た
松
平
乗
道
氏
は

「
武
田
氏
家
臣
組
織
小
考
」
に
お
い
て

天
正
十
年
八
月
二
十

一
日
附
の
武
田
旧
臣
起
請
文
を
お
も
な
史
料
と
し
て
、
甲

州
在
住
の
武
田
家
臣
の
組
織
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

こ
れ
ら
の
研
究
は
、
印
斐
の
武
士
を
お
も
な
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、

そ
の
占
領
地
で
あ
る
信
濃

・
両
上
野
等
の
武
士
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
研
究
の
手

が
及
ん
で
い
な
い
。
ま
た
生
島
足
島
神
社
起
請
文
は
、
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
て

い
な
い
。

【
一
生
島

足
島
神

社
起

請
文

に

つ
い
て

長
野
県
小
県
郡
塩
田
町
下
之
郷
の
生
島
足
島
神
社
に
は
、
武
田
氏
配
下
の
諸

士
の
起
請
文
が
た
く
さ
ん
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
生
島
足
島
神
社
は
、
旧
国
幣
中

社
で
、
江
戸
時
代
以
前
は
、
下
之
郷
大
明
神
と
通
称
さ
れ
て
い
た
。
古
来
、
こ

一
一
　

　

　

　

一
一一
・一
一
一一
一

．
　

　

　

●

の
地
方
の
大
社
で
、
信
玄
は
天
文
二
十
二
年
八
月
十
五
日
、
・当
社
の
一社
領
を
安

堵
せ
し
め
、
つ
い
で
永
禄
二
年
九
月
一
日
長
尾
景
虎

（
上
杉
謙
信
‐）
撃
減
の
願

文
を
捧
げ
て
い
る
。

さ
て
、
武
田
将
士
起
請
文
は
当
社
に
現
存
す
る
も
の
八
十
二
通
、
他
家
へ
流

出
し
て
明
存
す
る
も
の
一
通
、
現
存
し
な
い
が
、
同
社
蔵
の
写
に
よ
っ
て
、
以

前
に
あ
っ
た
こ
と
の
わ
か
る
も
の
九
通

（断
簡
を
除
く
）
あ
わ
せ
て
九
十
三
通

で
あ
る
。
そ
の
ほ
か

旧
家
等
に
案
文
と
し

て
保
存
さ
れ
る
も
の

が
何
通
か
あ
る
が
こ

れ
ら
は
真
偽
を
判
定

働
　
しにく
いので、し

附
　
ば
らく研究
の対象

鵬
　
から除く。
「小県

鶴
　
郡史」等
によると

こ
の
起
請
文
群
は
、

当
社
本
殿
に
収
め
ら

れ
て
い
た
も
の
で
、

当
社
本
殿
は
古
式
に

よ
っ
て
内
部
が
土
間

に

な

っ
て
い
た

か

ら

名
の
場
合
は
、
そ
の
お
も
な
も
の
）
を
書
じ
て
Ｌ
そ
α
に
　
こ
ゝ
て
ば
ｒ

紙
の

「
真
田

．
石
井

・
桜
井
」
Ｌ
い
ぅ
姓
が
内
に
出
て
い
な
い
。
こ
れ
は

前
に
普
ぃ
た
ょ
ぅ
に
お
そ
ら
く
他
の
起
請
文
の
包
紙
と
い
れ
違
え
た
の
だ

ろ
）っ
と
思
わ
れ
る
。

Ｃ
‐３
浦
野
左
術
門
尉
＋
次

小
県
郡
浦
野

（
川
西
村
）
の
城
主
。
浦
野
氏
は
滋
野
系
で
、
天
文
二
十
二

年
こ
ろ
武
田
に
降
り
、
小
県
郡
八
木
沢

・
福
田
等
を
安
И
さ
れ
た
。

Ｃ
‐４
浦
野
被
官
共
　
浦
野
宗
波
軒
信
曖

。
同
弥
三
た
衛
門
政
吉
。
同
新
左
衛
円

貞
次

。
同
右
衛
門
尉
幸
守

・
同
文
有
術
門
尉
吉
忠

．
同
源
有
術
円
州
Ｌ
種

尉
弘
治
九
年
の
川
中
心
の
戦
で
浦
野
新
右
術
円
が
信
玄
の
感
状
を
得
て
ぃ

る
が
、
こ
れ
は
貞
次
で
ぁ
ろ
う
。

Ｃ
‐５

（祢
諄
）
松
嘔
軒
常
安
　
　
　
・）
を
本
貫

と
す
る
諫
野
糸
の
名
″
で
、

称
洋
氏
は
小
県
郡
祢
津

（
東
部
町

天
文
十
二
年
、
武
田
信
玄

・
諏
訪
頼
重

・
村
上
義
清
が
海
野
氏
ら
を
攻
め

た
時
、
没
落
し
た
が
、
神
家
た
る
に
よ
り
帰
住
を
許
さ
れ
た
Ｌ
ぃ
ぅ
。

（

「
神
使
御
頭
之
日
記
」
）
常
安
は
名
を
信
直
と
い
ゝ
、　
一
時
海
洋
城
番
将

を
つ
と
め
た
。
ま
た
信
玄
は
祢
津
元
直
の
娘
を
側
室
と
し
た
。
天
正
四
年

十
月
、
武
田
勝
頼
は
、
常
安
の
甥
信
光
に
常
安
の
名
跡

・
本
領
を
継
が
せ

「　
　
　
て
い
る
か
ら
、
そ
の
少
し
前
に
死
ん
だ
も
の
ら
し
い
。

Ｃ
‐６
祢
津
被
官
△
　
菅
野
兵
部
少
輛
直
棟

ｏ
別
府
六
右
“
門
直
満

。
祢
津
右
術

門
尉
直
古
ｏ
春
定
茄
綽
月
・
金
井
助
九
郎
直
澄
・
小
田
沖
与
七
郎
直
文
「

オ
野
，
■
■
■
■
．
■
ぃ
布
戸
Ｆ
だ
。
ク
ル
ァ
ー
「
ｌ

こ
の
起
語
文
は
現
存
せ
ず
、
写
が
伝
ゎ
る
の
み
で
ぁ
る
．
別
府

・
祢
津

．

金
井
な
ど
、
小
県
地
方
の
在
地
名
を
持
っ
た
者
と
な
ら
ん
で
、
菅
野

．
藤

岡

・
須
藤
な
ど
、
上
野
の
武
士
と
思
わ
れ
る
武
■―‥
が
含
ま
れ
て
ぃ
る
。
・水

禄
十
年
十
一
月
、
祢
“
信
直
は
■
野
”
輸
に
■
城
し
、
同
国
小
昇
郷
を
信

玄
か
ら
宛
行
わ
れ
て
い
る
。
ぉ
そ
ら
く
そ
れ
以
前
に
も
上
野
所
領
を
与
え

ら
れ
て
お
り
、
キ
の
関
係
て
上
州
の
武
士
を
祉
官
に
持
っ
て
ぃ
る
の
で
ぁ

イ‐，
う
・
被
官
し」
い
っ
て
も
、
必
ず
し
も
地
級

・
族
縁
で
結
ば
れ
た
旧
い
関

係
の
も
の
上
―――‥
限
ら
ず
、
武
田
の
将
と
し
て
の
新
し
ぃ
軍
務
関
係
に
よ
っ

て
で
き
た
被
官
も
ぁ
っ
に
ゎ
け
で
ぁ
る
。

／‐ヽ
‐‐‐―
中
氏
は
江
戸
時
代
に
は
北
国
街
道
田
中
宿
の
間
屋
に
な
っ
た
。

Ｃ
‐７
小
泉
内
匠
助
宗
¨

．
小
泉
事
泉
斎
重
永

小
尿
氏
は
小
県
郡
小
泉

（川
西
村
）
の
旧
族
で
ぁ
る
。
小
泉
氏
は
天
文
二

十
二
年
信
玄
に
降
り
、
所
領
を
安
堵
さ
れ
た
が
、
小
泉
城
は
こ
の
時
破
却

さ
れ
た
。　
今
高
白
斎
記
し
系
図
に
よ
る
と
宗
貞
は
重
水
の
子
で
ぁ
る
。

た
ぶ
ん
重
水
か
隠
居
し
て
ぃ
た
た
め
父
子
連
名
で
起
請
文
を
出
し
た
も
の

で
あ

ろ

う
。

Ｃ
‐８
小
泉
被
官
　
平
介
・
物
二
郎
・
四
郎
右
街
門
・
弥
六
郎

・
藤
右
術
門
・
忠

介

・
藤
三
・
半
右
衛
門

姓
も
名
乗
り
も
花
押
も
記
し
て
ぃ
な
い
被
官
八
名
の
連
署
起
請
文
で
あ
る

在
村
の
同
心
級
‐‐の
軍
役
豫
で
ぁ
ろ
う
か
。

一軒

射

紳

＝

¨̈籠

鋳

詰
吉
肛
０
哄
繭
清
”
ざ
汁
耐
嶋
Ｓ
（
■
・
畔
肴
詰
峠
＝
０
騨
鞘
サ
針
こ
ざ
菫
ン
市
理

．
剖
前
＝
沈
（
囃
針
τ
締
ゆ
サ
む
０
性
）
つ
□
日
回
ゆ
区
珊
誡



Ｃ
‐９
依
田
又
左
衛
門
尉
信
盛

依
田
氏
は
小
県
郡
依
田

（丸
子
町
）
を
本
貫
と
す
る
武
士
で
あ
る
。

「
妙

法
寺
記
」
に
よ
る
と
、
天
文
十
六
年
、信
玄
が
佐
久
郡
志
賀
城
（北
佐
久
郡

東
村
）を
攻
略
し
た
時
、依
田

一
門
も
籠
城
し
て
い
て
戦
死
し
た
と
い
う
ｏ

「
依
田
記
」
に
依
田
信
番
の
祖
父
を
信
守
と
書
い
て
い
る
が
、
あ
る
い
は

信
盛
の
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
ｏ
信
守
は
天
正
三
年
、
遠
江
〓
俣
城
で
病

死
し
た
ｏ

Ｃ
２０
室
賀
山
城
守
信
俊

小
県
室
賀

（河
西
村
）
を
本
貫
と
す
る
武
士
で
あ
る
。　
一
葉
‐―ＩＦ
と
号
し
た

室
賀
城
は
天
文
二
十
二
年
の
村
上
義
清
没
落
の
時
、
武
田
氏
の
手
に
帰
し

た
ら
し
く
、
塩
出
城
が
八
月
五
日
に
落
ち
ヽ
飯
富
庇
昌
が
そ
の
守
将
に
な

っ
た
が
、
虎
昌
は
八
月
二
十
九
日
、
室
資
本
城
に
移
つ
て
い
る
。
何
年
九

月
八
日
に
は
室
賀
氏
は
武
田
軍
に
属
し
、
厭
績
城
・
荒
砥
城
を
焼
き
ヽ
首

七
つ
を
得
て
い
る
。

（
高
白
斎
記
）
水
禄
六
年
十
二
月
、
武
‐１１
信
玄
は
上

野
岩
植
城
を
お
と
し
た
上
野
の
諸
士
を
賞
し
、

「
委
山
は
ヽ
賀
の
と
こ
ろ

よ
り
申
す
べ
く
候
」
と
述
べ
て
い
る
か
ら
、
室
賀
は
武
』
の
幕
下
で
、
す

で
に
相
当
の
地
位
を
得
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
室
賀
は
お
そ

ら
く
山
城
守
信
俊
で
あ
ろ
う
。
室
賀

一
族
の
起
計
文
に
は
、

「
信
俊
の
所

へ
敵
地
か
ら
調
略
の
手
紙
が
来
た
ら
す
ぐ
報
告
す
る
」
と
あ
り
ヽ
麻
績
清

長
の
起
請
文
に
は
「
屋
代
・
室
賀

。
大
日
方
と
入
魂
に
し
な
い
」
と
あ
つ

て
、
川
中
島
地
方
に
も
つ
と
も
近
い
地
に
い
る
武
士
と
し
て
武
田
氏
か
ら

せ
、
つ
い
で
二
十
三
年
に
は
大
日
向
父
子
の
領
民
の
移
佳
を
禁
し
て
い
る

大
日
向
は
ま
た
小
笠
要
の
遺
臣
二
木
氏
の
還
住
を
あ
つ
せ
ん
し
て
い
る
。

（
二
木
家
記
等
）

Ｃ
２４
岩
下
衆
　
岩
下
駿
河
守
■
実

ｏ
同
名
新
十
郎
Ｉ
高

・
同
名
源
介
幸
広

・
塔

原
織
部
幸
知

・
大
国
右
馬
介
□
辰

ｏ
小
□
□
助
忠
助

・
古
幡
源
三
十
俊

・

小
口
清
太
郎
忠
水

・
宮
沢
七
右
衛
門
泰
容

こ
の
起
請
文
に
は

「
下
野
守
親
子
が
信
玄
様
に
逆
心
を
抱
ぃ
た
ら
、
て
き

る
だ
け
意
見
し
、
そ
れ
で
も
八
知
し
な
い
場
合
は
、
か
の
親
子
Ｌ
絶
っ
て

甲
州

へ
忠
節
を
つ
く
し
ま
す
」
と
ぃ
ぅ
意
見
の

一
飾
が
あ
る
の
で
、
こ
の

人
々
は
た
ぶ
ん
岩
上
（海
野
）
下
野
守
の
被
官
で
あ
ろ
う
Ｌ
思
わ
れ
る
。
岩

下
氏
は
小
県
郡
岩
下
郷
（上
国
市
）
を
本
貫
と
す
る
武
士
で
あ
る
ソ
ぼ
い
知

守
に
つ
い
て
は
所
見
が
な
い
。
宮
沢
は
塩
田
平
の
武
士
ら
し
い
が
塔
原

・

古
幡
な
ど
は
筑
摩
郡
の
武
士
で
あ
り
、
小
日
も
安
筑
地
方
の
士
ら
し
い
か

ら
岩
下
衆
の
多
く
は
小
県
郡
に
近
い
筑
摩
北
部
に
い
た
も
の
ら
し
い
。

Ｃ
２５

・
Ｃ
２６
麻
績
勘
解
由
左
術
門
尉
清
長

筑
摩
都
北
部
の
麻
績
の
地
士
で
あ
る
。
こ
の
地
は
中
信
地
方
か
ら
川
中
島

地
方
へ
出
る
日
元
に
当
っ
て
お
り
、
か
，
て
は
更
級
郡
に
属
し
て
い
た
。

清
長
が
二
通
の
起
請
文
を
徴
さ
れ
、
特
に
警
戒
さ
れ
て
ハ
る
ら
し
く
見
ぇ

ん
の
は
お
も
に
そ
の
位
置
に
よ
る
も
の
ら
し
い
。

Ｃ
２７
青
柳
氏
被
官
　
麻
績
市
尉
光
貞
・
関
岡
富
内
右
術
門
光
助
・
関
又
助
洸
吉

青
柳
氏
は
筑
摩
訃
北
部
の
青
柳

（坂
北
ヽ
〉
‐の
武

‐士で
、
麻
績
に
隣
接
し

i■

て
い
ろ
。
関
は
明
が
あ
た
■
の
武
土
ら
し
い
。

Ｃ
２８
仁
科
盛
政

仁
科
氏
は
安
曇
都
北
部
の
旧
族
で
あ
る
。
甲
陽
軍
鑑
等
に
盛
政
が
永
禄
四

年
誅
さ
れ
た
と
あ
る
が
、
こ
の
起
請
文
に
よ
り
永
禄
十
年
ま
で
生
存
し
て

い
た
こ
と
は
ぁ
き
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
あ
と
は
信
玄
の
子
五
郎
盛
信
が
嗣

い
で
い
る
。

Ｃ
２９
仁
科
親
類
被
官
　
堀
金
平
大
夫
盛
広
・
古
厩
平
三
盛
隆
・
渋
田
見
源
介
政

長

・
沢
波
兵
部
助
盛
則
。
日
岐
盛
次
．
穂
高
左
京
売
盛
株
・
等
々
力
豊
前

守
定
厚
・
野
口
尾
張
守
政
親
・
関
右
近
助
政

・
小
官
大
蔵
丞
政
知

い
ず
れ
も
安
■
部
の
武
■
で

「盛
」
の
つ
い
て
い
る
の
は
仁
科
氏
の
一
族

　

・

で
あ
ろ
う
。
た
Ｌ
ぇ
ば
穂
高
盛
棟
は
、
元
亀
四
年
の

「穂
高
神
社
造
官
定
　
５

日
記
」
に

「仁
科
筑
前
守
平
盛
棟
」
と
ぁ
る
。
堀
金
・
古
厩
渋
皿
見
・
沢

　
．

渡
ｏ
日
岐
　
穂
高
・
等
表
力
等
は
い
ず
れ
も
安
曇
郡
の
郷
村
名
で
あ
る
。

「
二
本
家
記
」
に
よ
る
と
関

・
野
口
は
伊
勢
か
ら
平
推
盛
の
子
係
が
仁
科

へ
む
こ
に
き
た
時
、
御
供
を
し
て
来
た
四
天
王
だ
と
い
ぅ
。
こ
れ
ら
の
武

土
は
武
田
氏
減
亡
後
、
た
い
て
い
小
笠
原
氏
の
家
臣
と
な
つ
た
。

な
お
生
島
足
島
神
社
起
請
文
に
は
、
府
中
付
近
の
武
士
の
名
が
Ｌ
と
ん
ど

見
え

な
い
。

Ｃ
３〇
六
郎
次
郎
殿
御
同
心
衆
　
諏
訪
右
近
助
豊
保
，
諏
方
左
街
円
尉
瀬
運
。
大

輸
監
物
勝
親
・高
出
左
兵
術
昌
海
・知
久
二
郎
左
衛
門
遠
包
一
仮
島
出
雲
守

重
網
一
口
名
志
摩
守
安
助
・
前
沢
甚
十
∬
繁
直
。
小
反
藤
三
規
知‐
●
桜
田

■
．
「　
．　
　
　
●

一
一
　

・一
一
一

一‐‐‐――‐＝

‐
―――
■
■
〓
■
鸞
，
一■
・■
一‐一■
●
■
餞
計
嘔
鮮

特
に
警
戒
さ
打
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
る
♀
天
一
元
・一聾
ぉ
″
孵
に
こ

も
り
、
九
月
八
日
落
城
し
で
、
鳳
来
寺
方
面
へ
逃
げ
た
ｏ
当
代
記
に
は

「

九
月
八
日
」
長
篠
城
落
去
ｏ
城
主
室
賀

一
薬
軒

（信
州
衆
、
勇
者
な
り
）

一

な
ら
び
に
長
篠
主
菅
沼
伊
豆
守
。
同
新
九
郎
懇
望
せ
し
む
る
の
間
、
身
命

を
助
け
、
鳳
来
寺
筋
へ
送
ら
れ
、
長
篠
城
に
は
三
川
衆
を
お
か
る
ピ
と
み

る
。
天
正
十
二
年
上
田
城
で
真
田
昌
幸
に
謀
殺
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。

（

加
沢
記
・
真
武
内
伝
）

Ｃ
２‐
室
賀
治
部
グ
輔
経
秀

・
同
常
陸
守
正
言
ｏ
同
甚
七
郎
占
久
・
堀
田
豊
後
守

之
古
室
賀

一
族
被
富
て
そ
の
起
請
文
に
囃
『
嘲
動
一
嗜
彎
珈
御
％
と
ぃ
ぅ
意
味
　
４．

の
一
カ
条
の
加
わ
つ
て
い
る
の
は
前

Ｃ
２２
月
代
越
中
守
政
国
△

一

賄
科
祁
屋
代

（更
埴
市
）
を
本
貫
と
す
る
上
代
以
来
の
旧
族
で
天
文
二
十

二
年
四
月
五
日
武
田
氏
に
降
り

（高
白
斎
記
）
永
禄
二
年
十

一
月
に
は
、

信
玄
か
ら
■
科
部
術
井

・
戸
蔵
、
更
級
郡
山
田
庄
内
河
等
の
地
を
隠
居
分

と
し
て
宛
行
わ
れ
る
約
束
を
得
て
い
る
。
武
田
氏
滅
亡
後
、
上
杉
景
勝
に

，

屈
し
て
海
辞
城
Ｗ
と
な
つ
た
が
ヽ
家
康
に
内
応
し
、
そ
の
に
と
な
つ
た
ｏ

Ｃ
２３
大
日
向

・
―‐
総
介
蔵
武

水
内
部
西
山
中
の
武
士
で
あ
る
。
天
文
二
十
二
年
八
月
九
日
、
信
玄
は
大

日
方
美
作
入
道
　
上
総
介
父
子
へ
条
目
を
送
り
、
こ
の
方
面
の
備
は
す
べ

て
大
日
向
父
子
に
相
談
す
る
こ
と
を
約
し
、
村
上
義
清
の
反
撃
に
備
え
さ
　
　
　
・
一，

咄
書
耐
言
肛
０
味
繭
藩
崚
ざ
汁
甜
肛
Ｓ
（
）
。
Ｎ
帯
詰
＃
＝
０
卦
畔
リ
ウ
こ
ド
■
ン
飾
難

．
自
前
＝
ｔ
（
味
゛
τ
飾
０
サ
Ｓ
ゞ
熙
ヽ
。
回
Ｌ
回
り
国
珊
爵



耐驚
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瀾
哺
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＝
川
川

・藤
左
衛
門
昌
親
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

六
郎
次
郎
す
な
わ
ぢ
武
出
信
豊
の
同
心
衆
で
あ
る
ｏ
信
豊
は
川
中
島
で
戦

死
し
た
典
厩
信
繁
嗣
子
で
信
玄
の
お
い
に
当
る
。
右
の
う
ち
小
坂
・諏
方
・

大
輸
は
諏
訪
郡
、
知
久
・
飯
島
・
前
沢
は
伊
那
部
の
地
名
を
負
う
武
士
で

あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
中
級
の
武
士
ら
し
く
、
た
」
え
ば
飯
島
氏
は
総
領
と

思
わ
れ
る
為
政
は
別
に
起
語
文
を
出
し
て
い
る
ё
諏
訪
。
伊
那
地
方
の
武

士
が
、
武
田

一
門
の
部
将
の
同
心
衆
と
し
て
編
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注

意
を
要
す
る
ｏ

Ｃ
３‐
大
島
五
郎
左
術
門
尉
長
利

伊
那
郡
大
島

（
下
伊
那
郡
松
川
村
大
島
）
の
武
士
で
、
片
桐
氏
の
別
れ
た

と
い
う
。
大
島
城
は
武
田
氏
重
要
な
属
城
で
あ
つ
た

「軍
錐
」
に

「
伊
奈

衆
大
島

・
片
桐

・
飯
島
・
ハ
ブ
（上
応
）
ア
カ
津
五
人
五
十
騎
」
」
あ
る
。

大
島
■
は
天
正
三
年
美
濃
岩
村
城
落
域
の
時
、
秋
山
・
座
光
寺
と
共
に
殺

さ
れ
た
。
天
Ｉ
十
年
、
徳
川
家
康
に
起
請
Ｘ
を
提
出
し
た
伊
那
郡
の
武
上

に
大
島
姓
の
も
の
が
三
名
あ
る
が
、
長
利
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。

Ｃ
３２
片
切
源
七
郎
昌
為

伊
那
郡
片
桐
を
本
質
と
す
る
武
士
で
あ
る
。
片
桐

（上
伊
那
都
中
川
村
片

桐
）
は
延
喜
の
官
道
の
賢
錐
般
以
来
の
古
い
郷
て
あ
り
、
片
桐
氏
も
平
安

時
代
以
来
の
旧
族
で
、
針
倉
時
代
に
は
名
の
あ
る
御
家
人
で
あ
つ
た
ｏ
天

正
十
年
、
徳
川
家
＝
に
降
つ
た
伊
那
の
式
士
に
、
片
桐
源
二
郎
呂
忠
と
い

ぅ
名
が
見
え
る
。
あ
る
い
は
緑
者
か
ｏ

０
３３
上
聴
書
次
為
光

瘍
×
匈
瘍
雉
象け準鵞
』ち
の年‐

両
名
が
、仲
介
者
の
片
切
兵
揮
頭
為
成
・飯
串
大
和
守
為
定
穂
左
京
亮
貞
肝

（為
方
か
）
に
契
状
を
提
出
ル
て
い
る
。
こ
の
上
徳
貞
親
は
為
光
と
ど
の
よ

う
一
関
係
で
あ
る
か
あ
き
ら
か
で
な
い
が
、赤
須
・上
穂
ら
は
本
貫
の
地
を

本
領
と
す
る
一
郷
領
主
的
な
色
彩
の
強
い
武
士
で
あ
つ
た
か
と
思
わ
れ
る

Ｃ
３４
飯
島
大
和
守
為
方
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐

伊
那
郡
飯
島

（上
伊
那
郡
飯
島
町
）
を
本
貫
と
す
る
武
士
で
前
記
の
よ
う

に
よ
禄
三
年
赤
須

。
上
穂
両
郷
の
境
界
論
を
仲
裁
し
て
い
る
。

（
‐こ
の
裁

許
状
写
に
飯
島
大
和
守
為
定
と
あ
る
の
は
、
お
そ
ら
く
為
方
の
あ
や
ま
り

で
あ
ろ
う
。
起
語
文
の
方
を
上
し
い
と
す
べ
き
で
あ
る
）
永
禄
七
年
、
信

ス
は
地
島
大
和
守
に
、
そ
の
知
行
の
百
姓
の
、
上
野
に
徘
徊
し
て
い
る
０

の
ヶ
召
し
返
さ
せ
て
い
る
。

Ｃ
“
座
光
十
二
郎
左
桁
門
肘
１１１
房

伊
那
郡
μ
光
寺

（艘
‐――
―ＩＪ
座
光
寺
）
を
本
貫
と
す
る
武
士
で
あ
る
。
片
桐

氏
の
庶
流
で
あ
る
と
い
う
ｏ

「当
代
記
」
に
よ
る
と
、
天
正
三
年
十

一
月

美
濃
岩
村
城
落
城
の
時
、
人
島
・
座
光
寺
は
城
将
秋
山
信
夜
等
と
共
に
降

り
、
長
良
川
原
で
傑
に
さ
れ
た
。

Ｃ
３６
ボ
須
二
郎
三
郎
加
泰

伊
那
郡
赤
須

（駒
ケ
根
市
赤
穂
）
を
本
■
と
す
る
地
士
で
あ
る
０
赤
須

・

い

てほ

う

¨

岩
下
衆
九
名
連
署
の
起
請
文

●
い
も

に
は

「
下
野
守
親
子
上
意
様
に
対
し

奉
り
、
逆
意
の
旨
存
じ
候
は
ば
、
涯
分
意
見
い
た
し
、
承
引
な
く
ば
、
か
の
親

子
の
前
、
引
き
切
り
、
甲
州

へ
忠
節
を
抽
ん
で
本
る
べ
き
の
こ
と
」
と
ぁ
り
、

こ
の

「
下
野
守
」
の
起
請
文
は
残
つ
て
い
な
い
が
、
天
ズ
二
十
二
年
武
田
晴
信

（
信
玄
）
が
海
下

（
海
野
下
野
守
）
に
筑
摩
都
苅
屋
原
の
地
の
香
地
と
し
て
、

同
郡
新
村
を
宛
行
っ
た
こ
と
が

「
高
亡
斉
記
」
に
出
て
お
り
、
海
野
下
野
守
が

い
わ
ゆ
る
岩
下
海
野
衆
の
盟
主
ま
た
は
族
長
で
あ
る
こ
Ｌ
は
ま
ち
が
い
な
い
。

ハ
様
式
の
起
語
文
を
提
出
し
た
武
土
は
い
ず
れ
も
小
県
郡
ま
た
は
そ
の
付
近

の
も
っ
と
も
上
杉
氏
の
勢
力
と
接
触
し
や
す
い
武
士
た
ち
で
あ
る
こ
と
は
注
意

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
こ
の
種
の
起
請
文
は
、
特
定
の
地
区
の
武
士
た
ち

に
は
っ
き
り
し
た
意
図
を
も
っ
て
書
か
せ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

二

様
　
　
式

麻
績
清
長
は
八
月
七
日
付
、
吉
田
左
近
助

・
浅
利
右
馬
助
あ
て
に
、
イ
様
式

の
ふ
つ
う
の
起
請
文

●
一
０

を
提
出
し
て
い
る
が
、

人
月
八
日
に
は
金
丸
あ

て
に
別
の
起
請
文

（Ｓ
じ

を
提
出
し
て
い
る
。　
こ
の
二
回
目
の
起
語
文
は
特

に
内
容
を
指
定
さ
れ
て
書
い
た
も
の
ら
し
く
、
特
殊
な
内
容
を
含
ん
で
い
る
。

そ
の
第
二
条
以
下
に

一
小
笠
原

・
村
上
〓
清

・
長
尾
輝
虎
以
下
の
御
敵
方
、
如
何
様
の
所
得
を
以
て

申
さ
る
ヽ
旨
候
と
も
、
同
意
申
す
べ
か
ら
ず
、
な
ら
び
に
彼
の
方
よ
り
申
す

儀
、
大
細
と
も
に
隠
れ
な
く
言
上
せ
し
む
べ
き
の
事
。

一
信
■

工
出

に

■

一
て
、
甲
い
は

，，、斜

妊

め
，
門

‘
ヽ
は

ず
、
美
■

を
■

ｒ
す

甘
利
方
迄
注
進
申
す

べ
く
候
事
。

一
国
侍

の
輩

へ
深

く
入
魂

せ
ざ
る

こ
と
。

一
な
か
ん
づ
く
屋
代

・
室
賀

・
小
日
向

と
、
同
れ

な
ら
び
に
公
義
諸

れ

の
ほ
か

全
く
入
魂
仕

る
ま
じ
き

こ
と
．

と
あ
る
。
敵
方
と
し
て
小
笠
原
・
村
上
義
清
の
名
が
出
て
い
る
の
は
、
没
落
後

年
久
し
い
小
笠
原
に
時

・
村
上
式
清
ら
が
な
お
信
州
仕
に
何
等
か
の
働
き
か
け

を
す
る
危
険
か
感
せ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
信
州
衆
に
謀
叛
の
企
が
あ
る
と

い
う
時
を
聞
い
た
―‥，
、
実
否
を
た
し
か
め
ず
、
直
ち
に
甘
利

（日
忠
）
に
報
告

せ
よ

‘‐１
い
う
の
も
い
か
に
も
具
体
的
で
あ
る
。
ま
た
国
侍
と
入
魂
に
し
て
は
い

け
な
い
と
い
う
の
は
、
信
玄
の
基
本
方
針
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
が
、
特
に
屋
代

政
国
・
室
賀
行
俊
，
大
日
方
直
武
ら
と
入
魂
に
し
て
は
ぃ
け
な
い
と
い
う
具
体

的
な
指
示
は
興
味
深
い
。
こ
れ
ら
は
室
賀
と
所
領
を
接
す
る
地
侍
た
ち
で
、
そ

れ
そ
れ
単
独
署
名
の
起
請
文
も
提
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
麻
績
ば
筑
摩
郡
北

部
の
地
侍
で
あ
り
、
大
日
向
は
水
内
郡
西
山
中
、
屋
代
は
書
光
寺
平
南
部
、
室

賀
は
も
と
村
上
氏
の
根
拠
地
に
近
い
地
侍
で
、
い
ず
れ
も
上
杉
方
に
接
近
し
た

位
置
に
い
る
人
々
で
あ
っ
た
の
で
ぁ
る
。

さ
て
、
以
上
の
ハ
・
二
が
い
ず
れ
も
東
・
北
信
ま
た
は
そ
れ
に
近
い
信
Ⅷ
武

士
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
直
接
上
杉
氏
Ｑ
訓
略
を
受
け
や
す
い
武
士
に
つ
い

て
、
特
に
気
を
く
ば
っ
て
起
請
文
を
書
か
せ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

甲
州
の
武
士
、
南
信
濃
の
武
士
の
も
の
に
‥―ま‐
、
特
殊
な
内
容
の
も
の
が
一
つ
も
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瑕

奇

見
当
ら
な
い
。

ホ

様
　
　
式

永
禄
九
年
付
の
三
通
は
、
文
言
が
永
禄
十
年
の
も
の
と
全
く
異
っ
て
お
り
、

ま
た
三
通
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
少
し
ず
つ
異
つ
て
い
る
。
し
た
が
つ
て
こ
れ
は
、

「以
前
棒
げ
本
る
数
通
の
誓
紙
」
の
一
部
に
当
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

武
藤
常
昭
の
も
の
は

「
①
自
今
以
後
、
今
井
次
郎
左
衛
円
尉
と
入
魂
に
致
す

ま
じ
く
候
。
内
陣
屋
・
甲
州
宿
所
へ
出
入
り
仕
る
ま
じ
き
の
事
。
②
向
後
、
朋

友
の
調
井
び
に
徒
党
立
て
仕
る
ま
じ
き
事
。
③
御
屋
形
様
に
対
し
奉
り
、
柳
も

御
後
開
き
覚
悟
存
ず
べ
か
ざ
る
事
」
の
三
カ
条
で
あ
り
、
そ
の
①
②
の
条
は
、

特
に
指
定
さ
れ
て
書
い
た
も
の
ら
し
い
。
武
藤
神
右
衛
門

（
の
ち
三
河
守
）
は

天
正
六
年
、
今
井
信
術
と
と
も
書
光
寺
平
地
方
の
検
地
を
行
い
、
ま
た
軍
役
を

わ
り
あ
て
て
お
り

（信
濃
史
料
、　
一
四
巻
三
四
六
・
二
四
九
・
三
五
八
頁
）
今

井

・
武
藤
両
氏
は
仕
事
の
上
の
同
■
で
あ
る
ら
し
い
。
三
枝
昌
貞
の
も
の
は
、

右
の
③
の
ほ
か
、

「何
人
よ
り
賄
賂
、
同
知
行
等
の
所
得
を
も
つ
て
相
頼
み
候

と
も
、
御
屋
形
扶
へ
逆
心
を
企
つ
べ
か
ら
ざ
る
こ
之
」
の
一
条
を
い
れ
、
長
坂

呂
国
の
も
の
に
は

「御
気
色
恕
し
き
人
な
ら
び
に
御
家
中
の
大
身
え
入
珈
致
す

べ
か
ら
ぎ
る
の

一と
」
と
い
う
一
条
か
は
い
つ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
家
臣

脚】］嘲劉̈
砕ゴ」［囃雌“御中は『【摯禦章お「『『剛却け『」囃

た
方
針
て
あ
つ
て
、
起
請
文
に
も
そ
の
例
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。

●
■　
・́
　
一〓
．　
″　
　
　
．　
〓
　̈
りｒ力
ｒ
二
」■
一
■̈
一「
ハ●
［̈
■
¨
一　
テ
´
や
■
一い
，
■
　
　
″̈
』“

え
る
か
ら
、
甲
斐

・
信
濃

・
西
上
野

（
利
根
川
以
西
）
三
カ
国
つ
ま
り
こ
の
こ

ろ
の
武
田
の
領
国
の
ほ
と
ん
ど
全
部
に
わ
た
っ
て
い
る
だ
ろ
う
こ
と
も
想
像
さ

れ
る
。
そ
こ
で
、
や
ヽ
繁
雑
に
わ
た
る
け
れ
と
も
、
こ
れ
ら
の
武
士
の

一
人

一

人

（
ま
た
は
グ
ノし′
‐
プ
ご
と
）
に
つ
い
て
、
そ
の
系
譜

・
経
歴
を
い
ち
お
う
考

察
し
た
い
と
思
う
。　
一
枚
の
起
請
文
に
何
人
か
が
連
署
し
て
い
る
場
合
は
、
何

等
か
の
意
味
で

一
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
な
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
ひ
と

ま
と
め
に
し
て
考
え
る
こ
と
に
す
る
。
■
宣
上
、
起
請
文
に

一
沌
番
号
を
つ
け

甲
斐

・
上
野

・
信
濃
の
順
に
な
ら
べ
る
こ
Ｌ
と
す
る
。　
↑
」
の
出
計
，
に
は
符

箋
で
番
号
が
つ
い
て
い
る
が
、
そ
れ
と
は
無
関
係
に
新
し
く
番
号
を
つ
け
た
。

北
方
衆

・
野
沢
衆

・
小
山
田
被
官
等
の
名
称
は
折
封
ウ
ハ
書
に
あ
る
も
の
に
よ

っ
た
。
甲
斐
の
武
士
の
も
の
を
Ａ
、
上
野
の
も
の
を
Ｂ
、
信
濃
の
も
の
を
Ｃ
と

し
、
単
独
署
名
の
も
の
は
大
文
字
、
連
署
の
も
の
は
小
文
字
つ
か
っ
て
区
別
し

た
。
本
書
が
な
く
写
だ
け
の
も
の
は
△
を
つ
け
た
。
）

０
甲
斐
の
武
士

Ａ
ｌ

（
武
田
）
六
郎
次
郎
信
豊

信
玄
の
同
母
弟
左
馬
助

（典
厩
）
信
繁
の
長
男
。
信
繁
が
水
禄
四
年
川
中

島
の
戦
で
戦
死
し
た
の
ち
、
そ
の
家
を
っ
ぎ
左
馬
助
と
称
し
た
も
の
で
典

厩
と
も
い
う
ｏ
諏
訪
・
伊
那
地
方
の
武
士
十
名
が
連
署
し
た

「
六
郎
次
郎

般
御
同
心
衆
」
と
い
う
起
請
文

（ｏ
８
）
が
あ‐
り
、
甲
陽
〓
鑑

「武
田
法

性
院
信
玄
公
御
代
惣
人
数
之
事
」

（以
下

「軍
鑑
」
と
略
称
）
に

「武
田

5

8

2

4

6

2

1

五

起
請

文

を
提

出

し

た
武
士

の
系
譜

。
経

歴

こ
の
九
十
三
通
の
だ
請
文
に
署
名
し
て
い
る
武
士
は
全
部
で
二
三
七
名
で
あ

る
。
起
計
文
は
一
人
で
一
枚
■
つ
提
出
し
て
い
る
場
合
と
、
二
人
以
上
連
署
て

提
出
し
て
い
る
場
合
と
が
あ
る
。
第

一
表
は
一
枚
に
何
名
ず
つ
の
署
名
が
あ
る‐

か
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
見
る
と
、
過
半
の
五
十
九
通
は
一
枚
に

一

名
で
あ
る
が
、　
一
枚
の
起
設
文
に
わ
ゝ
ぜ
い
が
署
名
し
て
い
る
例
も
ま
れ
で
は

な
く
、
人
数
か
ら
い
う
と
、
■
人
以
に

一
枚
の
紙
に
連
署
し
て
い
る
者
が
過
半

を
占
め
て
い
る
。

こ
の
二
三
七
名
と
い
う
数
は
、
武
田
の
企
家
ほ
団
の
数
か
ら
見
れ
ば
か
な
り

少
く
、
あ
る
程
度
の
地
位
を
持
つ
者
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と
、
常
識
的
に
は
考

第 1衣 lL請文に署名している武士の数

川語文の数 武」」の数

'に

独1イ名   59通

典
概
Ｉ
「
着
‐́
■
ｉ
¨
。
■
●
一十
年
う
１■
―――
，
直
起
薔
工
に
も

典̈
蠣
家
レ

二
十
八
人
の
名
が
見
え
る
。
天
正
十
年
小
諸
城
て
殺
さ
れ
た
っ

Ａ
２

（
武
田
）
刑
部
少
帖
信
凛

信
玄
の
同
母
弟
。
＝
遥
軒
と
サ
し
、
ス
道
し
て
信
綱
と
い
う
。
軍
鑑
に

「

道
遥
軒
八
十
騎
」
と
あ
る
。
天
正
十
年
甲
府
で
織
田
軍
に
殺
さ
れ
た
。

Ａ
３
馬
場
美
没
守
△
こ
の
人
の
起
詰
文
は
現
存
せ
ず
、
写
が
伝
わ
る
り
み
で
、

そ
の
乗
名
は
信
森
と
あ
り
信
松
か
信
春
か
は
っ
き
り
し
な
い
。
も
と
六
河

衆
で
、　
分
ハ
河
衆

の
起
請
文
に
は
馬
場
小
太
郎
信
盈
と
い
う
名
が
見
え

る
。
）
信
玄
に
引
き
立
て
ら
れ
、
武
田
の
勇
将
と
し
て
名
を
な
し
た
。
深

芯
城
代
・
牧
の
島
城
代
と
な
り
、
信
州
の
経
路
に
も
功
が
あ
っ
た
。

「軍

鑑
」
に
「御
譜
代
家
老
衆
馬
場
美
濃
守
百
廿
騎
」
と
あ
る
。
天
正
三
年
長

篠
で
戦
死
。
　

ヽ

Ａ
４
山
県
三
郎
兵
衛
昌
景
△

飯
富
虎
昌
の
弟
。
武
田
の
代
表
的
な
勇
将
で
あ
る
。
甲
斐
国
志
に
よ
れ
は

板
垣
・
甘
利
の
あ
と
で
奉
行
を
つ
と
め
た
と
い
う
。
信
玄
の
朱
印
状
に
は

こ
の
人
の
奉
じ
て
い
る
も
の
が
か
な
り
多
い
。
長
篠
で
戦
死
。
天
正
十
年

武
語
文
に
は
山
県
衆
二
十
六
人
の
名
‐力、て
て
お
り
、
こ
れ
は
寄
親
と
し
て

は
一
条
・
土
屋
に
つ
ぐ
数
字
で
、
武
国
家
で
山
県
氏
の
地
位
の
重
か
つ
た

こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

「軍
鑑
」
に
「御
譜
代
家
老
衆
山―
県
二
郎
兵
術

三
百
騎
」
と
あ
る
。
起
講
文
の
宛
名
が
こ
の
人
に
な
つ
て
い
る
の
が
九
通

あ

る
。

2名こL貿

3  ク

4

57(2名 重複 )
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Ａ
５
浅
利
右
馬
助
信
種

浅
利
は
甲
斐
源
氏
で
、
源
平
時
代
か
ら
の
旧
家
で
あ
る
。
信
種
は
こ
の
起

請
文
の
奉
行
の
一
人
で
、
後
述
す
る
よ
う
に
こ
の
起
請
文
群
は
浅
利

・
吉

田
ま
た
は
そ
の
ど
ち
ら
か
に
宛
て
た
も
の
が
約
半
分
を
し
め
る
。
永
禄
十

二
年
相
州
三
増
峠
で
戦
死
し
た
。

「
軍
鑑
」
に

「
御
譜
代
家
老
衆
浅
利
百

廿
騎

（
一
本
に
三
百
騎
）
」
と
あ
る
。
天
正
十
三
年
に
徳
川
の
日
本
多
作

左
術
間
が

「
こ
の
ご
ろ
ま
で
、
武
田
家
中
で
浅
利
般
と
い
っ
て
諸
人
の
尊

敬
し
た
武
士
も
、
主
人
の
運
が
傾
い
た
の
で
、
い
ま
は
当
家

（徳
川
家
）

へ
参
り
、
本
多
平
八
郎
の
組
下
と
な
り
、
松
下

一
党

・
向
坂

一
党
の
下
に

す
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
常
々
見
る
も
哀
れ
だ
」

（
「
岩
淵
夜
話
」
、
甲

斐
国
志
所
引
）
と
言
つ
て
い
る
の
は
、
武
田
家
に
お
け
る
浅
利
氏
の
地
位

が
高
か
っ
た
傍
証
と
な
ろ
う
。

Ａ
６
古
田
左
近
助
信
生

浅
利
信
種
と
と
も
に
、
こ
の
起
請
文
の
奉
行
で
あ
る
。
永
禄
九
年
の
諏
訪

地
方
に
対
す
る
信
玄
朱
印
状
は
、
ほ
と
ん
ど
こ
の
人
が
本
じ
て
い
る
、

「

軍
鑑
」
に

「
吉
田
左
近
」
を

「
む
か
で
の
差
物
衆
」

（
使
者
）
と
し
て
い

る
の
は
、
地
位
が
軽
す
ぎ
て
不
審
で
あ
る
。

Ａ
７
小
山
田
兵
衛
尉
信
茂

小
山
田
は
甲
斐
の
名
家
で
あ
る
が
、
三
流
あ
り
、
信
ル
の
家
を
部
内
小
山

田
と
い
ゝ
、
備
中
守
の
家
を
石
田
小
山
田
と
言
つ
た
。
信
茂
は
出
羽
守
信

有
の
子
。
は
じ
め
弥
二
郎
と
い
う
。
代
々
谷
村

（都
留
方
谷
村
）
に
住
し

ハ
「

―

高

遠

城

と

高

速

城

の

戦

武

田

信

玄

と

高

速

応
仁
の
乱
後
将
軍
の
権
威
は
地
に
落
ち
、
国
内
の
統

一
は
破
れ
て
、　
一
世
紀

間
に
も
及
ん
だ
請
豪
族
の
争
い
も
、
小
大
名
は
次
第
に
幣
理
さ
れ
強
大
な
る
人

々
名
は
、
所
領
の
拡
大
と
治
安
と
を
求
め
、
国
民
も
戦
乱
の
苦
し
み
を
脱
れ
て

平
和
の
時
代
を
欲
し
、
全
国
を
統

一
し
た
穏
か
な
世
を
希
う
気
迅
は
動
い
て
き

た
。
そ
し
て
大
々
名
が
そ
の
希
望
を
遂
げ
る
に
は
先
づ
畿
内
地
方
を
制
す
る
こ

と
に
あ
っ
た
。
そ
こ
は
当
時
の
文
化

・
経
済

・
商
業
交
通
等
の
中
心
地
で
あ
り

都
市
も
発
達
し
て
封
建
文
配
に
抵
抗
す
る
力
も
あ
り
、
農
民
の
連
合
も
あ
り
、

そ
れ
ら
の
後
援
を
得
、
特
に
威
力
を
失
っ
た
将
軍
を
擁
し
刷
確
を
握

っ
て
天
下

に
号
令
す
る
こ
と
は
、
所
謂
戦
国
時
代
の
共
雄
豪
傑
の
理
想
で
あ
っ
た
。

武
田
信
玄
も
飢
意
冨
国
強
兵
を
計
り
西
上
の
計
画
を
す
ゝ
め
て
い
た
が
、
南

信
地
力
か
ら
信
濃
の
大
半
を
領
し
、
三
河

・
遠
江

・
駿
河
方
迄
も
勢
力
範
囲
に

入
る
に
及
び
益
西
上
の
意
を
固
め
た
。
初
め
信
玄
が
伊
那
地
方
を
占
領
す
る
や

赤
石
連
峰
に
よ
っ
て
隔
て
ら
れ
た
甲
斐
と
南
信
と
の
連
絡
交
通
上
よ
り
、
ま
た

東
海
道
方
面
進
出
上
よ
り
し
て
高
速
を
最
も
重
要
視
し
そ
の
経
営
に
力
め
た
。

た
。

「軍
鑑
」
に
「御
諧
代
家
者
衆
小
＝
訃
弥
三
郎
二
百
騎
」
と
あ
る
。

大
正
十
年
勝
頼
に
叛
い
て
信
長
に
降
っ
た
が
、
か
え
つ
て
信
長
に
殺
さ
れ

た
。

Ａ
８
今
福
市
左
術
門
昌
和

浄
閉
の
子
で
天
正
四
年
こ
ろ
か
ら
、
諏
訪
地
方
に
対
す
る
勝
頼
の
朱
■
次

は
ほ
と
ん
ど
こ
の
人
が
奉
じ
て
い
る
の
で
、
年
鑑
に
高
島
城
代
を
つ
と
め

た
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
信
用
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
同
書
に
四
〓
行
の

一
人
と
あ
り
ま
た

「御
譜
代
家
老
衆
今
福
浄
閑

（息
兄
丹
波
守

・
弟
八
術

円
）
七
十
崎
」
と
み
え
る
。
天
正
十
年
、
烏
雷
峠
で
戦
死
し
た
と
い
う
。

天
Ｉ
十
年
起
語
文
に
今
福
新
右
衛
円

（日
常
）
同
心
衆
四
十
八
人
の
名
が

見
え
る
が
、
こ
の
新
右
術
円
は
昌
和
の
近
親
ら
し
い
。

Ａ
９
跡
部
雅
■
守

‐―――
長

跡
部
は
甲
斐
の
旧
族
と
し
て
名
が
あ
つ
た
。
信
州
佐
久
郡
伴
野
氏
の
流
と

い
う
。
甲
斐
Ｖ
山
の
地
山
で
あ
り
、
恵
林
寺
検
地
帳
に
寄
親
と
し
て
名
の

見
え
る
跡
部
伊
賀
―‥‥――、
――
長
の
父
て
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

（甲
斐
回
誌
）

天
Ｉ
十
年
起
請
文
に
跡
部
九
郎
有
術
門
昌
忠
同
心
衆
二
十
二
人
の
名
が
見

え
る
が
、
日
忠
は
日
長
の
正
規

（
お
そ
ら
く
嗣
子
）
で
あ
ろ
う
。
　
続
く

（筆
者
　
長
野
市
南
県
町
一
八
）

青
口
　
　
　
　
　
　
〓迅

高
■
は
■
仰
那
部
の
東
部
の
工
畳
し
た
山
岳
を
背
に
、
束
か
ら
く
る
三
峰
川

北
か
ら
く
る
藤
沢
川
が
合
流
し
て
そ
の
渓
谷
が
西
に
開
き
、
天
龍
河
畔
の
伊
那

＝
地
の
平
坦
部
に
接
続
す
る
地
点
に
あ
る
。
三
峰
川
の
谷
を
迦
る
と
、
捕
九
粁

余
●
・市
野
山

（
長
谷
村
）
か
ら
分
抗
峠
を
越
え
て
下
伊
那
郡
の
鹿
塩

。
大
河
原

か
ら
遠
山
盆
地
を
経
て
、　
一
は
天
龍
河
筋
に
通
じ
、
一
は
肯
崩
峠
を
越
え
て
秋

業
直
に
よ
っ
て
遠
江
に
通
じ
て
い
る
。
ま
た
北
か
ら
く
る
文
流
山
室
川
の
谷
そ

行
け
ば
、
金
沢
峠
を
越
え
て
諏
訪
郡
に
達
し
、
山
室
川
の
谷
の
東
の
小
尾
根
を

隔
て
ヽ
南
流
す
る
三
峰
川
の
支
流
黒
川
の
谷
を
北
す
れ
ば
、
入
笠
山
麓
の
御
所

平
峠
を
経
て
諏
訪
ゃ
甲
斐
に
通
じ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
交
通
路
は
南
北
朝
時
代

大
河
原
に
拠
っ
て
い
た

‐宗
良
親
王
を
初
め
南
朝
方
の―
人
々
が
、
諏
訪
か
ら
東
信

地
方
や
、
南
は
遠
■
の
南
朝
党
と
の
連
絡
路
で
あ
り
、
そ
の
後
武
田
氏
の
海
道

地
方
進
出
の
要
路
と
も
な
っ
た
。
ま
た
高
遠
か
ら
藤
沢
川
に
添
ぅ
て
北
へ
二
十

粁
棋
突
峠
を
越
え
て
諏
訪
に
入
り
、
途
中
御
堂
垣
外
か
ら
．東
に
行
け
ぱ
金
沢
峠

を
経
て
甲
州
街
道
に
合
す
る
。
杖
突
峠
は
古
代
か
ら
伊
那
枷
訪
２
菫
要
な
連
絡

■
■
一奮
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